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ことができた。明治維新とは、 日本を開国し、西洋化たる 「文明開化」策を講 じ、「富国強兵」
という国家 目標 を達成することであると理解することがで きよう。しか し日本の近代史を振 り
返って見ると、一貫 して開国を主張 した幕府政権が敗れ、本来攘夷に固執した尊皇倒幕派が1864
年頃から開国政策に踏み切 り明治維新を断行 した、ということがわかる。
しかし筆者は、尊皇倒幕派が突然に開国派に転向 したのではないと考える。彼 らは一貫 して攘
夷の理念や立場を堅持 したのである。1864年 を境に、彼 らは攘夷の方法を単なる盲 目的な排外か
ら 「夷の長技 を師として夷を制する」に変えたに過ぎない。言いかえれば、維新の指導者たちの
開国政策あるいは西洋化は西洋の文明や文化 ・価値観の根本的な受容ではなく、攘夷のための一









まず、当時の国際関係 を背景 として考えれば、日本が西洋列強と対等の立場 となり、独立を守
るためには、西洋の価値観に従い、国際社会において西洋 と同 じ行動様式を取 らなければならな
かった。当時は弱肉強食の時代であり、ナショナ リズムと軍国主義が表裏一体の時代であった。
このような状況下、列強から不平等条約の撤廃を取 り付けるには、 日本が他国に不平等条約を押



























的に苦 しい様子はなかった。真清は9歳 の時に神風連の乱、10歳 に西南戦争を体験 した。14歳 に














をとるためには輸出市場の安定が必要であった。 日本が朝鮮の中立 と独立とを支持 したのはその
ためであった。しかも世界最強を誇るロシアと、眠れる獅子の清国の圧力下にあった日本として
は、緩衝地帯としての朝鮮が安全であって欲 しかった。この均衡が破れたのである。近代化の途
上にあった 日本は、植民地化の圧力に抗 して独立 してゆくために、重大な賭をしなければならな
　










で もなく、単身ウラジオス トクに上陸してロシア軍の動静を探 りつつ、満州深 く足跡を印したの
であっだ5)」。石光本人は三国干渉で 「やがては、大 ロシア帝国の侵略に脅かされて、再び国の
　






を兼ねていた阿部野利恭 も満州において石光の諜報活動を支援 した。上述 したように、明治の 日
本人は国家の運命を自分で決めうるし、決めなければならないとの認識 を持ち、そのためには西
洋との対決も辞さないものであった。
石光の出身した熊本では国権主義的風潮が特に強いといわれる。1891年 から3年 間熊本で暮 ら

























に帰化 し高官になった元 ドイツ人から激励の言葉 を受け、その屈辱に耐えきれず間もな く自殺 し




も、上官に対 しても、朝鮮人 として忍び得ない侮辱を感 じたに違いないのである(111」。朴は日頃
から朝鮮には既に亡国の兆 しがあ り、清 ・日 ・露のいずれかに併合 されるだろうと悲観 していた。
モルレン ドルフの来 日でついに将来を絶望 し死を選んだであろうと真清は考えた膕。また1895年
台湾で初戦闘の体験をした時、石光はしばしば中国人女性兵の死体を見た。「これを見るたびに、
日本軍に対する住民の憎 しみの強さを感 じ、今後の戦いも容易でないことを知 った」〔'31。このよ
うに石光は日本人側というよりは、相手国側の視点から思考 していたことがうかがえる。
石光は民衆に情の厚いところがあった。彼の手記にはこれまで述べてきた 厂憂国之士」「志士」





も頗る受けが悪 く、一人の同情者 もあ りませぬ。支那人の妾 となって韓人村に居 るというが訪ね
て行った者 もない。 日本人であ りながら、日本人の魂 も持たぬ呆れ果てた女'6}」というお君がい
たが、石光は彼女 と親 しくなり彼女を通して中国人馬賊頭 目増世策の援助を受け、哈爾浜へ潜入
できたのである。
女郎衆など弱 き者を搾取 し、食い物にするような人物 も、石光の手記に登場 している。女の取
引をする商人は 「白米の商人」と呼ばれ、女性の需要があると、彼らは 「至急白米幾袋何処々に
送れ」 と打電して呼び寄せるのであった。石光はこれに対 して 「女共は一個の商品として扱われ
人間とは見做 されていない。不憫 な話だが女等 もまた自分達を商品と考えている」(1の、と憤慨 し
ていた。また、遮湖里の港で取調を受けていた長崎出身の相良徳太郎は、表面は輸出商であるが、
天草、茂木、古城の田舎娘を誘拐 してシベ リアや香港、シンガポールに輸出することを本業とし
ていた。石光は彼を 「悪漢相良」 と呼び軽蔑 している様子であっだ18。逆に、石光は一般に 「醜























対 して英国に対しての知識が足 りません……今はじっと殻を閉じて力を蓄えねばな りません⑳」。
しかし、1904年 日露開戦 を前にした時では、石光は増世策が先輩として遇する賓州の高頭 目の配
下である王爾宝に 「兼て約 した時が到来 した。この機 を失 くしてはならぬ。……かくなれば露国
官憲は日本に対 して全力を挙げることにな り、貴下等 に対する取締は緩むに違いない。志を達す



















しか し、結果的 には 日本帝国主義 のアジア侵 略 と植民 地支配の時代で あったが、それ を総合 的
に見た時、果 た して主観的善意 とい うものが全 く認 め られなかったのだろうか、一つの例外 もな
く全部 「悪」であ ったのか。著者はそのよ うな結論 に帰結 することはで きない。石光真清 の手記
に見 られるように、与え られた運命 、あるいは個 人の力 では逆 らえない運命の中で精 一杯 、誠実
に、善意 に満 ちた生 き方 をする者 が多 くいたはず である。 い くら国家全体 の政 策が侵 略であった
として も、 この ような個 人の誠意 や善意 を抹殺 した り侮辱 した りす ることはで きない。逆 に、個
人 レベルの善意や貢献が見 られたからといって、 国家全体 レベ ルの政策 を正 当化 する ことはで き
ない。従 って近代 日中関係 史を再構築す る際 、つね に 「光」 と 「影」が同時に存在 していた、 と
いうことに十分留 意すべ きであろう。
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